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第 1 章では，信号処理技術の経緯とエキスパートシステム構築支援ツールについて概説し，それら 2
つの分野にまたがる本研究の目的及び位置付けについて述べているO











































(4) 本シェルを用いて 2 つのエキスパートシステムを構築した結果各エキスパートシステムに固有の
ソースプログラム，即ち開発者がエキスパートシステムの開発に伴って追加しなければならないソー
スプログラムが，システム全体に占める比率は極めて低い値に抑えられ本シェルがエキスパートシ
ステム構築の効率化に貢献することが明らかとなった。
以上のように，本論文は音声データベース構築の自動化，視察に基づく信号解釈の手法，及びエキス
ノマートシステム構築支援環境に関して多くの知見を得ており，情報工学，特に知識工学，信号処理の両
分野に寄与するところが大きい。
ょっせ本論文は，博士論文として価値あるものと認めるO
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